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こ
れ
ま
で
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
に
先
ん
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

令
和
６
年
度
も
新
た
な
取
り
組
み
や
事

業
の
拡
充
な
ど
を
進
め
、
引
き
続
き
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
た
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

特集
令和６年度
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１
０
０
年
都
市

　
寒
河
江
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
育
児
講
座
や

５
歳
児
相
談
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子

ど
も
に
対
す
る
学
習
支
援
事
業
等
、
子

育
て
の
不
安
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
29
日
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
生
き
生
き
と
学
び
・
遊
べ
る
屋
内

型
児
童
遊
戯
施
設
「
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど

も
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ　
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
（
ク
ラ
ッ
ピ
ン　
サ
ガ
エ)

」

が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の

副
食
費
無
料
化
と
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
料
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
全
て
の
普
通

教
室
へ
の
電
子
黒
板
の
配
置
を
完
了
さ

せ
る
と
と
も
に
、
熱
中
症
対
策
と
し
て

各
小
学
校
に
可
動
式
冷
風
機
を
設
置
し
、

学
び
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
中
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

用
地
選
定
や
基
本
構
想
・
基
本
計
画
等

の
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
が
活
性
化
す
る
に
は
、
人
の
交

流
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
整
備
や
、
観

光
客
に
対
す
る
お
も
て
な
し
研
修
会
の

補
助
な
ど
の
観
光
振
興
、
新
た
に
、｢

移

住
体
験
ツ
ア
ー
」
や
、｢

お
て
つ
た
び
」

の
活
用
に
よ
る
移
住
定
住
対
策
の
取
り

組
み
、
さ
ら
に
地
域
お
こ
し
推
進
員
を

２
人
か
ら
４
人
へ
と
増
員
し
、
農
業
の

活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
若
者
の
創
造
性
を
育
む
拠
点
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
者
の
新
た

な
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
働
き
場
を
市

内
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
へ
の
支
援

な
ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　令和６年第１回市議会定例会が、２月29日から３月22日まで開催さ
れ、佐藤市長が令和６年度の市政運営の基本方針や施策の大要を述べ
ました。

屋内型児童遊戯施設「クラッピン　サガエ」「おてつたび」を活用した農業体験

　
令
和
６
年
度
は
、
新
第
６
次
振
興

計
画
の
４
年
目
に
当
た
り
、
目
標
の

達
成
に
向
け
着
実
な
成
果
を
求
め
ら

れ
る
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
制
施

行
70
周
年
を
迎
え
る
大
き
な
節
目
の

年
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
10
年
、
20
年
、
そ

し
て
30
年
後
の
１
０
０
周
年
に
向
か

い
、
わ
が
寒
河
江
市
が
持
続
可
能
で
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
ま
ち
と
す
る

た
め
に
は
、
今
こ
そ
、
し
っ
か
り
と

し
た
発
展
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
て
、
未
来
に
向
け

た
確
か
な
成
長
の
礎
を
形
成
し
て
い

く
た
め
に
「
１
０
０
年
都
市
寒
河
江

へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
大

き
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
３
つ
の

柱
を
立
て
て
着
実
に
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
市
政
運
営
の
基
本
方
針

元
気
な
「
さ
が
え
っ
こ
」
を

育
む
全
国
最
高
水
準
の
子
育
て

環
境
の
ま
ち
へ

①

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
付
加
価
値
創
造
の

ま
ち
へ

②
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歳入

歳出

　
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
地
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
安
全
安
心
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
利
便
性
や
快
適
性
も
重
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
塩
橋
を
は
じ
め
と
す
る
橋
り
ょ
う

整
備
、
ほ
な
み
団
地
陵
東
中
学
校
線
な

ど
の
道
路
整
備
、
大
雨
な
ど
の
災
害
対

策
を
実
施
し
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
（
じ
ん
）

化
を
進
め
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
票
等
の
発
行
に
必
要
な

申
請
書
に
つ
い
て
、「
書
か
な
い
窓
口
」

を
導
入
す
る
他
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
提
供

す
る
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
な
ど
、

全
て
の
市
民
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
Ｄ
Ⅹ
さ
が
え
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
市
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
お
り
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
運
営
で
、
利
用
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
交
通
で
あ
り

ま
す
の
で
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、

イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
や
駅
前
商
店
等

と
連
携
し
た
取
り
組
み
な
ど
、
利
用
促

進
・
活
性
化
に
向
け
た
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
市
制
施
行
70
周
年
に
当
た

る
節
目
の
年
に
な
り
、
記
念
事
業
と
し

て
さ
く
ら
ん
ぼ
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
の
制
定
や
８
月
１
日
の
記
念

式
典
を
は
じ
め
、
姉
妹
都
市
締
結
50
周

年
と
な
る
安
東
市
と
の
記
念
事
業
、
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
ま
ち
な
か
芸
術
祭
の
開
催
、

旧
幸
生
小
学
校
体
育
館
を
本
格
的
な
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と
し
て
活
用
す
る
た
め

の
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
こ
こ
か
ら
未
来
へ

向
か
っ
て
、
活
気
あ
ふ
れ
る
寒
河
江
市

を
作
り
上
げ
て
い
く
第
一
歩
の
年
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
記
念
事
業
を

通
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
盛

り
上
が
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
子
育
て
支
援
、

人
口
減
少
対
策
、
安
全
安
心
で
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
目
標
達
成
へ
着
実

に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
結
果
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
の
規
模
は
２
１
７
億
６
千

万
円
と
な
り
、
過
去
３
番
目
の
規
模
の

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　市政施行70周年の節目の年であり、ここから未来へ向かって成長していくまちを創っていくための予算を作成
しました。一般会計予算は前年度から0.6パーセント増加し、217億6000万円となりました。

一般会計当初予算
２１７億６０００万円（対前年比0.6％増）

その他　　　　　2億5496万円（　1.1％）

農林水産業費　　6億3685万円（　2.9％）

消防費　　　　　6億7817万円（　3.1％）

商工費　　　　12億　775万円（　5.6％）

公債費　　　　15億　　74万円（　6.9％）

教育費　　　　21億　187万円（　9.7％）

衛生費　　　　14億9094万円（　6.9％）

土木費　　　　23億4978万円（10.8％）

県支出金　　　16億1495万円（　7.4％）

市債　　　　　10億9650万円（　5.0％）

国庫支出金　　27億2555万円（12.5％）

地方交付税・地方特例交付金
　　　　　　　48億3710万円（22.2％）

その他　　　　11億7169万円（　5.4％）

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。

市税
50億5496万円（23.2％）

寄附金
15億円（　6.9％）

諸収入・その他
37億5925万円（17.4％）

民生費
72億6253万円（33.3％）

総務費
42億7641万円（19.7％）

自主財源
　　　（47.5％）

依存財源
　　　（52.5％）

書かない窓口の導入（ＤＸの推進）ほなみ団地陵東中学校線（インフラ整備）

旧幸生小学校に本格的なスケートパークを設置市立図書館の指定管理者による利用促進

安
全
安
心
で
快
適
さ
や

利
便
性
を
実
感
で
き
る
ま
ち
へ

③

市
政
施
行
70
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
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●かがやく果樹産地づくり強化事業補助金（新規） 1262万円
　サクランボの改植や雨よけ施設の整備、果樹幼木管理や養成など果樹団地の形成に向けた取り組みに係る経費を支
援します。
●地域おこし推進員の増員（拡充） 1711万円
　現在の地域おこし推進員２人に加え新たに２人を採用し、移住・就農を支援することで農業の活性化を図ります。
●市内農産物のブランド化・６次産業化の推進（拡充） 240万円
　市内農産物の品質保持とブランド化・６次産業化の推進のため、新たに子姫芋のＧＩ（地理的表示）取得に向けた
取り組みなどを支援します。
●寒河江まつり等による観光振興（一部新規）※市政施行70周年記念事業 2379万円
　｢さくらんぼＦｅｓｔｉｖａｌ」や「寒河江まつり」などを開催し、より多くの観光客を誘致して交流人口の拡大
を図ります。みこし会館に、常設の照明を設置し神輿の祭典を盛り上げます。
●インバウンド受け入れ態勢強化に対する支援（新規） 530万円
　インバウンドの訪日外国人を受け入れる態勢を強化するため、施設の整備やインバウンドおもてなし観光研修会な
ど受け入れ環境の整備を支援します。

②若者をはじめあらゆる世代が豊かさを実感できる付加価値創造のまちへ

●こども家庭センターの設置（新規） 744万円
　子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点を一体化させ、全ての妊産婦、子育て世帯、子どもに対し
て、切れ目なく個々の相談に応じ支援を強化してまいります。
●こどもの学習支援事業（新規） 230万円
　ひとり親家庭等の子どもに対して個別学習支援や大学等の受験費用、模擬試験受験料などへの支援を行い、生活の
向上を図ります。
●育児講座・５歳児相談・産後ケア事業（新規） 379万円
　新たに育児講座や５歳児相談の場をつくり、子育てへの助言・指導や必要な支援を行い、保護者の子育てに関する
不安を解消します。これまでの産後ケアに通所型の母乳ケアを追加し、自己負担なしで利用できるように助成します。
●さがえこうのとり応援事業（拡充） 405万円
　保険適用の不妊治療と併せて行われる先進医療（自費診療・保険適用外）に係る費用に対する助成の限度額を５万
円から10万円に増額します。
●次世代子育てステーション運営事業（新規） 9631万円
　４月29日にチェリーランド内にオープンしたアクティビティエリアを指定管理者制度により運営し、子どもたちが
学び遊べる環境の提供と地域経済の活性化を図ります。
●教育相談員増員による相談体制の強化（拡充） 1736万円
　別室登校などの生徒を担当する教育相談員を増員して各中学校に配置し、生徒や保護者に対する指導や相談による
教育体制の充実を図ります。
●読解力の向上に向けた取り組みの強化（拡充） 321万円
　児童の「読解力」向上のため、読み書き力向上アプリの対象を小学２年生から４年生までに拡大するとともに、リ
ーディングスキルテストの対象を中学１年生から２年生までに拡大します。
●小中学校普通教室への電子黒板設置（拡充）※市政施行70周年記念事業 1634万円
　ＩＣＴ（情報通信技術）による教育環境充実のため、市内すべての小・中学校の普通教室に電子黒板等を配置します。
●新中学校整備事業（新規） 5200万円
　新中学校の整備に向け、用地選定や基本構想および基本計画の策定等を行います。
●各小学校に可動式冷風機を設置（新規） 990万円
　熱中症の対策として、各小学校に可動式冷風機を整備する。

①元気な「さがえっこ」を育む全国最高水準の子育て環境のまちへ

●書かない窓口による手続きの効率化（新規） 1294万円
　市役所窓口での申請手続き簡略化を図るため、証明書発行に係る一部の申請書について、マイナンバーカードを利
用して手書きの手間を省略し申請時間の短縮につなげます。
●ＤＸさがえの実現に向けた取り組み（一部新規） 1147万円
　デジタル庁が提供する給付支援サービスの活用や住民票・税証明等のオンライン申請、行政事務におけるＡＩ（人
口知能）技術の活用など、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進を図ります。
●市立図書館への指定管理者制度導入（新規） 6949万円
　市立図書館に指定管理者制度を導入し、民間事業者のノウハウを生かした効率化および魅力的な自主事業により、
図書館の利用促進を図ります。
●ＪＲ左沢線活性化のための取り組み（新規）※市政施行70周年記念事業 417万円
　地域にとって欠かすことのできない公共交通である左沢線の活性化を図るため、駅前の商店等と連携した取り組み
やイベント列車の運行を行います。
●市役所庁舎に非常用発電設備を整備（新規） 6875万円
　災害時の防災拠点となる市役所庁舎に非常用発電設備を整備し、防災機能の強化を図ります。
●ＬＥＤ防犯街路灯修繕補助（新規） 40万円
　各町内会で維持管理を行っているＬＥＤ防犯街路灯に、修繕費用の助成を行います。
●基幹相談支援支援センターの人員拡充（拡充） 845万円
　障がい者の地域課題を把握し、その解決・改善を図る基幹相談支援センターの人員を拡充し、支援体制の強化を図
ります。
●胃がん検診での内視鏡健診の導入（新規） 330万円
　市が実施する胃がん検診において、バリウムアレルギー等によりエックス線検査を受けられない場合に、内視鏡で
の検査を実施します。
●農林道の水路および路肩改修工事（新規） 4373万円
　長峰農道の水路改修および平野山５号線の農道整備工事、葉山高原牧場線と岩木田代線の路肩改修工事を実施します。
●森林環境保全のための調査・設計等（新規） 2500万円
　航空情報による地形の調査および慈恩寺地区の森林整備計画に基づき、林業専用道路を整備するための測量設計を
行います。

③安全安心で快適さや利便性を実感できるまちへ

令和６年度の主な新規・拡充事業
●移住体験ツアー、おてつたびの実施（新規） 173万円
　移住体験ツアーやおてつたびにより寒河江の魅力を知ってもらい市民と交流してもらうことで、本市の生活を実感
してもらいます。
●若者の創造性育成事業（新規）※市政施行70周年記念事業 1000万円
　中心市街地の空きスペースに若者の創造性を育む拠点づくりを進めるとともに、若者の回帰を促す新たなスタイル
の働き場を市内に確保していくため、スタートアップやリスキリングへの支援とオフィス誘致等を展開します。
●スポーツを通じた交流人口拡大（拡充） 4130万円
　スケートボード練習会やツール・ド・さくらんぼ、さくらんぼウォーク、さくらんぼマラソン等のスポーツを通し
て、交流人口の拡大と地域の活性化を図ります。
●ＳＡＧＡＥまちなか芸術祭の開催（新規）※市政施行70周年記念事業 650万円
　市民の芸術文化への意識向上と街中のにぎわい創出による芸術文化の交流人口拡大等を目指すため、市内中心部に
おいて芸術祭を開催します。
●若者活性化ライブの開催（新規）※市政施行70周年記念事業 712万円
　若者に企画や運営など中心的な役割を担ってもらうことにより、ライブの開催を通して若者が主体的に活躍できる
場所を提供します。
●いこいの森を活用した交流人口の拡大（拡充） 1643万円
　いこいの森を、時代に合った快適な環境でアウトドアを楽しめる施設として整備し、交流人口の拡大を推進します。
●大韓民国安東市との姉妹都市締結50周年記念事業（新規）※市政施行70周年記念事業 736万円
　大韓民国安東市との姉妹都市締結50周年を記念した、相互交流事業を実施します。

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。
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科
栄
養
給
食
室
副
栄
養
士
長
・
江
﨑

千
明
、
市
立
病
院
看
護
科
付
副
看
護
師

長
（
兼
）
中
央
診
療
科
地
域
医
療
連
携

室
副
看
護
師
長
（
地
域
連
携
担
当)

・
仲

野
真
希
、
市
立
病
院
看
護
科
外
来
棟
副

看
護
師
長
（
兼
）
中
央
診
療
科
地
域
医

療
連
携
室
副
看
護
師
長
（
訪
問
医
療
担

当)

・
山
口
郁
子
、
市
立
病
院
看
護
科
第

３
病
棟
副
看
護
師
長
・
駒
林
め
ぐ
み
、

市
立
病
院
看
護
科
手
術
・
中
央
材
料
室

副
看
護
師
長
・
山
田
敬
子

４月から市組織の一部が変わりました
【 改 編 後 】【 改 編 前 】

　経営企画室訪問医療準備係を中央診療科地域医療連携室へ
移管し、訪問医療係に改める。

市立病院

　こども家庭相談係を新設する。

こども支援係
こども家庭相談係
すくすく健康係

家庭支援係

子育て推進課

子ども支援係

すくすく健康係

家庭支援係

子育て推進課

　生涯学習係に図書館の指定管理業務を追加する。歴史文化
係と慈恩寺振興係を歴史文化・慈恩寺振興係に統合する。

生涯学習係

歴史文化係

慈恩寺振興係

文化センター

公民館

図書館

生涯学習課

生涯学習係

　　歴史文化・
　　慈恩寺振興係

文化センター

公民館

生涯学習課

　企画創成課および建設管理課の業務の一部を見直し、まち
づくりに関する業務を重点的に担うみらい協働課を新設し、
企画創成課を企画戦略課に改める。

建設総務係

都市整備係

管理係

建築住宅係

建設管理課

政策調整係

統計係

広報広聴係

企画戦略課

総務計画係

都市整備係

管理係

建築住宅係

建設管理課

政策調整係

統計係

広報広聴係

企画創成課

まちづくり推進係

地域活性化支援係

みらい協働課

　商工振興係と労政対策係を商工労政係に統合する。

商工振興係

労政対策係

企業誘致推進室

商工推進課

商工労政係

企業誘致推進室

商工推進課
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　
３
月
23
日
、
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合

公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
、｢

地
域
お
こ

し
協
力
隊
活
動
報
告
会
＆
交
流
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
課
題
を
抱
え
る

地
方
自
治
体
が
都
市
部
な
ど
か
ら
人
材

を
受
け
入
れ
、
実
際
に
移
住
し
て
地
域

へ
の
協
力
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。
市

内
で
は
、
４
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

(

地
域
農
業
振
興
支
援
・
森
川
隊
員
、
地

域
農
業
振
興
支
援
・
小
林
隊
員
、
地
域

教
育
支
援
・
鈴
木
隊
員
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
支
援
・
清
政
隊
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ

　斗南鎮（となんちん）は、台湾中部の雲林県にあり人口は約４万３千人で、ヘチマやジ
ャガイモ、パイナップルの栽培など農業が盛んな地域です。本市とは、平成７年に本市と
斗南鎮のロータリークラブが姉妹ロータリークラブになったことから、交換留学生の受け
入れや相互訪問などの民間交流が行われてきました。平成29年９月には、市商工会が斗南
鎮を訪問し、経済交流を行いました。さらに令和元年９月には、斗南鎮長が本市を訪れ、
市長に表敬訪問いただくなど親交を深めてきました。本年も３月25日に、斗南ロータリー
クラブの王智霖（ワンチーリン）会長をはじめ14人が、本市を訪れました。
●問合せ／市企画戦略課政策調整係☎85-1413へ。

台湾雲林県斗南鎮・斗南ロータリークラブとの交流

市商工会が斗南鎮を訪問（平成29年） 斗南ロータリークラブが本市を訪問（令和６年）

雲林県斗南鎮

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、
約
１
２
０
人
の
来
場

者
を
前
に
、
今
年
度
の
活
動
の
振
り
返

り
と
、
今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
協
力
隊
員
が
監
修
し

た
イ
チ
ゴ
パ
フ
ェ
な
ど
の
飲
食
コ
ー
ナ

ー
や
ド
ロ
ー
ン
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
他

地
域
の
協
力

隊
の
紹
介
コ

ー
ナ
ー
を
設

け
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
４

人
の
隊
員
と

直
接
交
流
で

き
る
時
間
も

あ
り
、
市
民

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
報
告
会
に
参
加
し
た
方

は
、｢

他
の
地
域
の
方
が
移
住
し
て
、
外

部
の
目
線
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
日

々
の
活
動
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
公
式
Ｘ
（
エ
ッ
ク

ス
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
市
み
ら
い
協
働
課
地
域
活

性
化
支
援
係
☎(

８
５)

１
４
８
６
へ
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
＆
交
流
会

子育て知っ得情報子育て知っ得情報
その25 食べ物による窒息を防ぐ

離乳食を卒業した子ども
が、食べ物を喉に詰まら
せないか心配…。

窒息を防ぐことが大事だ
よ。食べさせ方を工夫し
よう。

　消費者庁が厚生労働省の人口動態調査を分析した
結果によると、平成26年から令和元年までで、食べ
物による窒息事故で14歳以下の子どもが80人亡くな
っていました。食品による窒息事故のうち６歳以下
の乳幼児の割合は84パーセントで、そのうち０歳児
の乳児がほぼ半数を占めていました。
　窒息を起こしやすい食べ物として、ブドウやミニ
トマト、ウズラの卵など弾力があり表面が柔らかな
ものが挙げられます。必ず小さく切ってから食べさ
せましょう。粘着性が高くなるパン類は、先に水分
を飲ませておく、小さくちぎって食べさせるなどの
工夫が必要でしょう。形状を変えることが難しいあ
め玉や豆類は、５歳以下の未就学児には食べさせな
いことです。子どもの窒息は予防できます。窒息に
対しての適切な対処と知識を深めておくことをお勧
めします。
●問合せ／市子育て推進課すくすく健康係☎85-0916へ。

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　皆さん、こんにちは。ＡＬＴのケイルです。私には、長年続く趣味がたくさ
んあります。最近は、ドリームキャッチャーを作り始めました。それは、オジ
ブワ族と呼ばれるネイティブアメリカンの部族に由来していて、悪夢を防ぐお
守りです。輪にひもを繰り返し巻き付けて作られます。ひもの巻き方、サイズ、

形状を変えて自由に作ることができます。とてもリラックスで
きる趣味ですが、集中力と手先の器用さを鍛えられます。見た
目もすてきですが、作り手の努力やこだわりが込められている
ので、贈り物にも最適です。芸術的な趣味は人生を豊かにしま
す。皆さんも新しい趣味を見つけて周りの人たちと共有してみ
てはいかがでしょうか。新しい発見がたくさんあるはずです。

マカリア・ケイル・アーサー
(陵東中学校で英語指導、イギリス　ウエスト・ミッドランズ州出身・29歳)
日本での生活３年目も、新しい経験をたくさんしていきたいです。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

　歯周病のマイクロビオーム（歯肉縁下細菌叢）は、
共生する菌群で６つに色分けされます。この色分け
にはピラミッド型の上下関係があり、病原性により
最下層の善玉菌と弱毒菌、中層の日和見菌、最上層
のPＧ菌を含むred complexと称される悪玉歯周病
菌の３階層に区分されます。むし歯菌のミュータン
スレンサ球菌は乳幼児期に感染しますが、PＧ菌は
小中高生の口の中からは見つかりません。18歳以降
に検出され、20歳頃にピラミッドが完成します。ミ
ュータンスレンサ球菌もPＧ菌も唾液感染でうつり
ますが、PＧ菌の感染経路は、明確には分かってい
ません。食べ物に付いた唾液を介した間接感染の恐
れがあるため、直箸で料理を分け合う行為は避けま
しょう。幼少期から口腔衛生に努め感染を予防する
ことにより、ピラミッドを小さくし、PＧ菌の感染
を遅らせ、病原性を弱めることが望ましいです。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝歯周病細菌の世界は階級社会！？＝
　歯周病細菌でも病原性の高いPG
菌は他の歯周病関連菌と共生集団を
形成して初めて生育します。さらに
病原性の高いグループのred complex
は互いの病原性を高めます。

歯っ！とする歯のおはなし�

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

市スポーツ協会表彰式

　２月17日、ハートフルセンターで、市スポーツ振興に
功労された方や優秀な成績を収めた方を表彰しました。

新社会人スタートアップセミナー

　２月22日、文化センターで、就職予定の高校３年生が、
社会人に必要なマナーや心構えを学びました。

女性の健康に関わるボードゲーム作成

　３月４日、寒河江高校の生徒が、女性の健康啓発のた
め作成したボードゲームを体験し活用法を検討しました。

ベースボールクリニックin寒河江

　２月17日、西根小学校で子どもたちが、楽天イーグル
スアカデミーのコーチから野球の指導を受けました。

マッチング交流会

　２月21日、農産物を活用した新商品開発などの足掛か
りとなるよう、市内農業者と商工業者等が交流しました。

やまファンフォトコンテスト入賞作品展

　３月１日～17日、やまがた音と光のファンタジアの写
真展が行われ、幻想的な世界を映した作品が並びました。

高血圧と減塩・適塩教室

　３月８日、ハートフルセンターで、減塩・適塩に関す
る医師の講演や減塩みそ汁の試飲等が行われました。

病（やんまい）送り

　３月10日、幸生地区の伝統行事である病送りが行われ、
無病息災と家内安全を祈願しました。

春を呼ぶコンサート

　３月３日、市民文化会館で、バイオリニストの相澤久恋夏さんとピアニ
ストの鈴木布美子さんをゲストに開催。各団体が演奏や合唱を披露しました。
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さがえフォトスタジオ



生 涯 学 習 の ま ど

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
西
根
地
区
名
勝
の
一
つ
と
言
わ

れ
て
い
た
金
兵
衛
地
蔵
堂
を
訪
ね

た
。
し
か
し
、
旧
谷
地
街
道
沿
い

の
石
川
寺
の
南
隣
に
あ
る
は
ず
が

見
つ
か
ら
な
い
。
そ
の
場
所
は
整

地
さ
れ
、
太
い
切
株
が
一
カ
所
あ

る
だ
け
だ
っ
た
。

　
地
蔵
堂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小
野

孝
明
家
を
訪
ね
た
。
地
蔵
堂
を
長

く
守
っ
て
き
た
大
沼
夫
妻
が
亡
く

な
り
、
お
堂
も
老
朽
化
が
進
み
、

地
蔵
尊
は
石
川
寺
に
祀
（
ま
つ
）

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
石
川
寺
に

伺
い
、
本
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
地

蔵
尊
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
像
高
53
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
頭

部
12
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
額
に
は

白
毫
（
び
ゃ
く
ご
う
）、
両
手
は
首

か
ら
下
げ
た
「
頭
陀
袋
（
ず
だ
ぶ

く
ろ
）」
で
隠
れ
て
い
る
。
目
鼻
口

は
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
、
穏
や
か

で
神
々
し
く
重
厚
な
雰
囲
気
を
放

っ
て
い
た
。
頭
や
足
の
一
部
が
損

傷
し
、
修
復
し
た
よ
う
な
形
跡
が

あ
っ
た
。

　
地
蔵
尊
の
多
く
は
右
手
に
錫
杖

（
し
ゃ
く
じ
ょ
う
）、
左
手
に
宝
珠

（
ほ
う
じ
ゅ
）
を
持
つ
が
、
金
兵
衛

地
蔵
尊
は
胸
に
袋
を
下
げ
る
。

　
昭
和
７
年
沖
津
常
太
郎
編
述
の

『
水
郷
西
根
村
讀
本
』
に
、
こ
の
地

蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
木
造
地

蔵
尊
は
か
な
り
古
い
型
の
彫
刻
で

鎌
倉
時
代
の
作
品
か
、
と
記
さ
れ

て
い
る
。『
古
本
出
羽
風
土
記
』
に

「
地
蔵
尊
菩
薩
供
料
壱
反
三
畝
二
十

六
歩
除
地　
別
当
金
兵
衛
」
と
あ

る
の
は
こ
の
地
蔵
尊
の
こ
と
で
あ

る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
小
野
家
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
小

野
家
の
祖
先
は
鎌
倉
か
ら
下
向
し
、

寒
河
江
荘
に
住
ん
だ
。
小
野
家
が

守
護
し
て
い
た
地
蔵
尊
を
下
向
の

時
に
同
道
し
た
の
が
、
こ
の
木
造

の
地
蔵
尊
と
さ
れ
る
。

　
小
野
家
は
、
後
に
大
江
家
13
代

知
広
公
の
弟
・
貞
長
が
養
子
に
入

り
継
い
だ
。
こ
の
一
帯
は
広
大
な

小
野
家
の
土
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
地
蔵
堂
に
つ
い
て
も
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
地
を
賜
っ

た
の
は
慶
安
２
（
１
６
４
９
）
年

の
検
地
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
お

堂
は
元
禄
２(

１
６
８
９)

年
５

月
24
日
に
再
建
さ
れ
た
。
金
兵
衛

地
蔵
尊
は
長
い
年
月
大
切
に
守
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
春
の
地
蔵

さ
ま
の
日
は
の
ぼ
り
を
立
て
に
ぎ

わ
っ
た
と
い
う
。

　
地
蔵
堂
脇
に
あ
っ
た
小
野
家
初

代
の
小
野
主
税
（
ち
か
ら
）
の
墓

と
伝
わ
る
五
輪
塔
は
、
西
根
の
共

同
墓
地
に
移
設
さ
れ
て
い
た
。

　
昔
を
語
る
地
蔵
堂
の
写
真
な
ど

が
あ
れ
ば
、
拝
見
し
て
み
た
い
も

の
で
あ
る
。

金
兵
衛
地
蔵
尊
の
話

さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市（
ま
ち
）さ
が
え
全
国
俳
句
大
会

兼
同
全
国
小
・
中
学
生
俳
句
大
会

開
館
40
周
年

市
郷
土
館
を
開
館
し
ま
す

寒
河
江
と
大
江
氏　
番
外
編

大
江
氏
一
族
の
赤
染
衛
門（
あ
か
ぞ
め
え
も
ん
）

　
寒
河
江
の
豊
か

な
自
然
や
文
化
を
、

俳
句
で
表
現
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
投

句
用
紙
等
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

俳
句
募
集

■
募
集
期
間
／
５
月
17
日
(金)
ま
で

■ 

季
題
・
投
句
数
／
季
題
は
「
さ

く
ら
ん
ぼ
」
ま
た
は
自
由
。
未

発
表
の
も
の
で
１
人
２
句
以
内
。

小
中
学
生
は
、
１
人
１
句
。

■ 

投
句
方
法
／
投
句
箱
（
市
立
図

書
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
慈
恩

　
現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
光

る
君
へ
」
に
登
場
す
る
赤
染
衛
門

は
、
本
市
を
治
め
た
大
江
氏
の
先

祖
に
当
た
り
ま
す
。

　
赤
染
衛
門
は
赤
染
時
用
（
と
き

も
ち
）
の
娘
で
、
夫
は
大
江
匡
衡

で
す
。
匡
衡
の
ひ
孫
に
匡
房
が
お

り
、
匡
房
の
ひ
孫
が
広
元
で
す
。

　
大
江
氏
は
、
菅
原
家
と
並
ぶ
学

問
の
一
族
で
漢
学
者
や
歌
人
も
多

く
い
ま
す
。
赤
染
衛
門
も
歌
人
で
、

匡
房
の
誕
生
祝
い
の
歌
や
、
小
倉

百
人
一
首
に
収
め
ら
れ
て
い
る

を
詠
ん
で
い
ま
す
。
小
倉
百
人
一

首
に
は
大
江
氏
で
は
千
里
、
匡
房

寺
テ
ラ
ス
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｅ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
に

設
置
）
へ
投
句
、
ま
た
は
市
立

図
書
館
へ
郵
送
（
〒
991-

0021
寒
河

江
市
中
央
１
丁
目
７
番
14
号)

、

　
�

フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

１
６
６
３

の
い
ず
れ
か
。

表
彰
式
・
記
念
講
演

■ 
日
時
／
６
月
30
日
(日)
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■ 

講
演
／[
講
師
］
俳
人
・
井
上
弘

美
さ
ん
、[
演
題
］
読
む
力
を
詠

む
力
へ

●
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　
☎(

８
６)

１
６
６
２
へ
。

　
冬
期
間
休
館
し
て
い
た
市
郷
土

館
を
開
館
し
ま
す
。

　
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
の
本

格
開
館
か
ら
今
年
で
40
周
年
を
迎

え
ま
す
。
全
国
で
３
番
目
に
古
い

現
存
す
る
郡
役
所
と
、
全
国
で
最

も
古
い
現
存
す
る
郡
会
議
事
堂
の

建
物
は
貴
重
で
す
。
明
治
10
年
代

に
建
て
ら
れ
た
擬
洋
風
建
築
は
見

応
え
が
あ
り
ま
す
。

●
開
館
日
／
４
月
13
日
(土)
～
５
月

　
６
日
(月)
。
５
月
11
日
(土)
～
11
月

　
10
日
(日)
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

● 

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後

４
時

● 

入
館
料
／
小
中
学
生
50
円
、
高

校
生
以
上
１
０
０
円

● 

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
・
慈
恩
寺
振
興
係

　
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

の
歌
が
、
縁
者
で
は
在
原
行
平
、

在
原
業
平
、
相
模
、
飛
鳥
井
雅
経

（
あ
す
か
い
ま
さ
つ
ね
）
の
歌
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
江
氏
や
そ

の
縁
者
の
歌
に
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

令和６年度はたちの式典
　本年度21歳になる方を対象に、はたち
の式典を開催します。参加には申し込み
が必要です。詳しい申し込み方法は、６
月頃に市ホームページ等でお知らせします。
■期日／８月14日㈬
■会場／市民文化会館
■ 対象／平成15年４月２日～平成16年４
月１日生まれの方で、市内に在住の方
または市内の小中学校に在籍していた方

実行委員募集
　はたちの式典の実行委員を募集します。
　実行委員は式典の企画や運営、当日の
受け付けなどを行います。仲間と協力し
合い、すてきな思い出を一緒につくって
みませんか。１人でも友人と一緒でも大
歓迎です。ご応募をお待ちしています。
●問合せ／市生涯学習課生涯学習係
　☎86-5111へ。

金兵衛地蔵尊 市郷土館

 
寒河江市美術館

日本画家・松田五郎
　西里村（現河北町）出身の日本画家である、松田五
郎を紹介します。
　大正６（1917）年生まれ。東京で衣装図案を学び、
その後、寒河江市役所で勤務。退職後は絵画制作に没
頭し、県総合美術展に何度も入選しました。
　昭和51（1976）年には、市内の日本画教室「彩友会」
を発足させました。
　その翌年、天童市出身の日本画
家・今野忠一に師事し、圧巻かつ
美しい山の描き方を習得。2002（平
成14）年に逝去されましたが、本
市に日本画の素晴らしさを広め伝
えた画家の一人です。

Sagae Library
さがえライブラリーさがえライブラリー

今月の1冊

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　４／20㈯午前10時30分～11時10分
ムーミンママクラブ　４／28㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
　　　　　　　　毎週火曜日の午前10時～11時30分

おはなし室

４月５日㈮～５月15日㈬の情報を掲載しています

子ども読書週間関連展示　　　　　　４／23㈫から
展示ホール

ブックテーマコーナー
春～花咲く季節に新しい始まり～　　４／21㈰まで

　子どもたちも大人たちも４月は、期待と不安の
中でスタートします。生きていくことは、毎日新
しいドアを開けていくこと。まだ見ぬドアの向こ
うの世界は、たくさんの新しいことがあなたを待
っています。誰もが、たくさんのドアを開ける力
を秘めています。そして、それを応援してくれる
人があなたの周りにはきっといるよと、背中を押
してくれる絵本です。さあ、ドアを開けて新しい
世界を見に行きましょう。

たくさんのドア
アリスン・マギー・作

ユ・テウン・絵　なかがわちひろ・訳
主婦の友社・刊

４月８日㈪・22日㈪、５月13日㈪休館日

　地域の歴史・自然・文化を次世
代に引き継ぐ地域活動を推進する
ために、青少年に地域の伝統文化
を継承する団体が行う事業に対し
補助金を交付します。
　これまで、伝統芸能の衣装や楽
器の整備に対し支援してきました。
●事業名／山形ふるさと塾形成事業
● 対象事業／地域の伝統文化を青
少年に伝承する事業（講師謝金、
用具購入、映像記録撮影等)

● 対象団体／青少年に地域の伝統
文化等を継承する団体

●補助金の額／事業に要する経費。
　上限額30万円
● 申請／市生涯学習課歴史文化・
慈恩寺振興係☎86-8231へ。

地域の伝統文化継承を
支援します

や
す
ら
は
で
寝
な
ま
し
も
の
を

小
夜
更
け
て

傾
く
ま
で
の
月
を
見
し
か
な
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農
業
実
践
者
セ
ミ
ナ
ー

　
生
産
技
術
や
経
営
管
理
法
の
基
礎
を
習
得

し
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
４
月
中
旬
～
令
和
７
年
３
月
中
旬

● 

対
象
／
新
規
就
農
者
、
就
農
し
て
５
年
程

度
の
方

● 

内
容
／
稲
作
、
果
樹
、
野
菜
、
花
き
、
農

業
簿
記

● 

申
込
／
４
月
12
日
(金)
ま
で
県
西
村
山
農
業

技
術
普
及
課
☎(

８
６)

８
２
４
８
へ
。

主
要
地
方
道
天
童
大
江
線

(

桜
瀬
橋
付
近)

全
面
通
行
止
め

　
令
和
６
年
度
末
ま
で
、
道
路
施
設
復
旧
工

事
を
行
う
た
め
、
一
部
期
間
で
全
面
通
行
止

め
が
発
生
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
県
村
山
総
合
支
庁
建
設
部
西
村

山
道
路
計
画
課
☎(

８
６)

８
４
１
１
へ
。

こ
の
木
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
運
動
教
室

　
頭
と
体
を
同
時
に
使
い
、
記
憶
力
を
向
上

さ
せ
る
運
動
で
す
。

●
日
時
／
４
月
17
日
(水)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
会
場
／
こ
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
65
歳
以
上
の
市
民
30
人

● 

申
込
方
法
／
こ
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
［
☎(

８
６)

３
２
２
２
］

● 

持
ち
物
／
運
動
し
や
す
い
服
装
・
内
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

農
業
用
機
材
の
購
入
等
を
支
援

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
他
の
補
助
事
業
等
は

随
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
作
業
負
担
軽
減
安
全
確
保
事
業

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
用
の
高
所
作
業
機
、
選
果
機
、

乗
用
草
刈
り
機
の
購
入
費
用

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

　
省
力
化
・
軽
労
力
化
す
る
た
め
に
必
要
な

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
、
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
り
機
、

電
動
せ
ん
定
ば
さ
み
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

購
入
費
用

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
事
業

　
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
か
ら
農

作
物
を
守
る
電
気
柵
の
購
入
費
用

ぶ
ど
う
産
地
育
成
支
援
事
業

　
ブ
ド
ウ
の
新
規
作
付
け
や
規
模
拡
大
、
生

産
継
続
に
必
要
な
資
材
等
の
購
入
費
用

紅
秀
峰
の
里
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

　
紅
秀
峰
お
よ
び
山
形
Ｃ
12
号
へ
の
改
植
、

苗
木
の
購
入
、
紅
秀
峰
主
体
の
園
地
へ
の
雨

よ
け
施
設
整
備
に
か
か
る
費
用

● 

問
合
せ
／
市
健
康
増
進
課
活
き
活
き
高
齢

係
☎(

８
５)

０
８
７
５
へ
。

フ
ロ
ー
ラ
・
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
運
動

＆
脳
活
カ
フ
ェ

　
認
知
症
を
よ
く
知
る
た
め
の
集
い
で
す
。

● 

日
時
／
４
月
23
日
(火)
午
前
10
時
15
分
～
11

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
対
象
／
65
歳
以
上
の
市
民

● 

持
ち
物
／
運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

● 

問
合
せ
／
市
健
康
増
進
課
活
き
活
き
高
齢

係
☎(

８
５)

０
８
７
５
へ
。

ト
ル
コ
館
の
営
業
再
開

　
長
ら
く
休
業
し
て
い
た
ト
ル
コ
館
が
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
。
４
月
26
日
㈮
ま
で
ご
来

館
の
方
に
、
ト
ル
コ
直
輸
入
の
お
菓
子
詰
め

合
わ
せ
を
お
渡
し
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
営
業
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

●
問
合
せ
／
ト
ル
コ
館
☎(

８
６)

０
７
７
１
へ
。

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド

イ
ベ
ン
ト
情
報

臨
川
亭

■ 

立
札
席
呈
茶
／
気
軽
に
お
茶
を
楽
し
め
ま

す
。
４
月
14
日
(日)
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、

一
服
５
０
０
円
、
羽
楽
流

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

● 

申
込
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係
☎(

８
５)

１
７
５
３
へ
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
等

申
請
を
受
け
付
け
中

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

　
市
指
定
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
使
用
で
き
る

１
枚
６
０
０
円
相
当
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
、

最
大
で
20
枚
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
視
覚
、

下
肢
、
体
幹
、
移
動
、
内
部
障
害
１
～
４

級
、
ま
た
は
聴
覚
、
上
肢
障
害
１
・
２
級

の
方
。
療
育
手
帳
所
持
者
。
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

■
持
ち
物
／
所
持
す
る
手
帳

②
福
祉
給
油
券

　
市
指
定
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油

に
使
用
で
き
る
１
枚
千
円
相
当
の
福
祉
給
油

券
を
、
最
大
で
12
枚
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
／
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
対
象
要
件
に

該
当
す
る
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
減
免
該
当
者
で
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■ 

持
ち
物
／
該
当
す
る
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
減

免
決
定
通
知
書
（
車
に
変
更
が
な
け
れ
ば

前
年
度
分
で
可
）

③
紙
お
む
つ
受
給
券

　
常
時
失
禁
状
態
の
高
齢
者
等
に
、
紙
お
む

つ
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
／
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の

合
計
が
16
万
円
未
満
で
、
１
カ
月
以
上
継

続
し
て
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
寝
た

き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
重
度
心

お
知

ら
せ

 

身
障
が
い
者
。
介
護
保
険
施
設
に
入
所
中

の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

④
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
券

　
理
美
容
所
等
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

訪
問
費
用
の
み
無
料
と
な
る
訪
問
理
美
容
サ

ー
ビ
ス
券
を
、
最
大
で
４
枚
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
／
高
齢
や
重
度
障
が
い
の
た
め
、
理

美
容
所
等
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

■ 

持
ち
物
／
お
持
ち
の
方
は
、
身
体
障
害
者

手
帳

⑤
移
送
サ
ー
ビ
ス
券

　
普
通
車
両
で
は
移
動
が
困
難
な
方
が
、
指

定
業
者
が
運
行
す
る
特
殊
車
両
（
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
車
）
を
利
用
し
た
際
の
基
本
料
金
を

助
成
す
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
券
を
、
最
大
で
12

枚
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
／
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の

合
計
が
16
万
円
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
、

身
体
障
が
い
、
傷
病
等
の
理
由
が
あ
る
方
。

下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害
１
・
２
級

の
方
。

■ 

持
ち
物
／
お
持
ち
の
方
は
、
身
体
障
害
者

手
帳

⑥
は
り
・
灸
（
き
ゅ
う)

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

　
市
指
定
の
施
術
師
か
ら
施
術
を
受
け
る
際

に
使
用
で
き
る
、
１
枚
千
円
相
当
の
は
り
・

灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
を
、
最
大
で
12
枚
交
付

し
ま
す
。

■ 
対
象
／
70
歳
以
上
（
令
和
６
年
度
中
に
70

歳
に
な
る
方
を
含
む
）
で
、
同
一
世
帯
の

市
民
税
所
得
割
額
の
合
計
が
16
万
円
未
満

の
方

● 

申
込
／
①
・
②
は
市
福
祉
国
保
課
生
活
福

祉
係
☎(

８
５)

０
３
９
５
、
③
～
⑥
は
市

健
康
増
進
課
介
護
保
険
係
☎(

８
５)

０
７

７
７
へ
。

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
支
援

　
市
内
の
団
体
・
住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、

地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に
行
う
活

動
や
地
域
住
民
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
活
動
、

補
助
対
象
経
費
、
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
申
込
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

● 

募
集
事
業
／
①
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
交

流
事
業
、
②
つ
の
だ
基
金
事
業
、
③
地
域

よ
ろ
ず
応
援
事
業
、
④
元
気
創
造
事
業

●
補
助
率
／
①
10
分
の
10
（
上
限
20
万
円)

、

　

�

②
10
分
の
10
（
上
限
5
万
円)

、
③
10
分
の

10
（
上
限
15
万
円)

、
④
５
分
の
３
（
上
限

50
万
円
）

● 

申
込
／
令
和
７
年
２
月
28
日
(金)
ま
で
、
市

み
ら
い
協
働
課
地
域
活
性
化
支
援
係

　
☎(

８
５)

１
４
８
６
へ
。

市
民
農
園
の
利
用
者

追
加
募
集

　
新
規
利
用
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
区
画
／
南
部
地
区
13
区
画
（
上
高
屋

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
付
近)

、
西
根
地
区
14
区
画

(

陵
東
中
学
校
西
側
）

●
対
象
／
野
菜
作
り
に
興
味
が
あ
る
市
民

●
利
用
料
／
１
区
画
年
間
３
５
０
０
円

● 

申
込
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係
☎(

８
５)

１
７
５
３
へ
。

■ 

夢
瓢
（
む
ひ
ょ
う
）
作
品
展
／
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
を
使
っ
た
作
品
を
展
示
。
４
月
19
日
(金)

～
21
日
(日)
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
）

■ 

村
岡
喜
代
美
写
真
展
／
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル

の
写
真
を
展
示
。
４
月
25
日
(木)
～
５
月
５

日
(日)
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
１
時
）

河
川
敷
公
園

■ 

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ
／
４
月
21
日
(日)

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

● 

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

Ａ
Ｐ
モ
デ
ラ
ー
ズ
企
画
展

　
プ
ラ
モ
デ
ル
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
４
月
７
日
(日)
～
28
日
(日)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時

ま
っ
た
り
マ
ル
シ
ェ

　
雑
貨
の
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
４
月
21
日
(日)
午
前
10
時
～
午
後
４
時

蓮
（
ハ
ス
）
栽
培
講
習
会
「
寒
河
江
蓮
文
化

研
究
会
」

■
日
時
／
４
月
22
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定
員
／
30
人

■
受
講
料
／
千
円
（
ハ
ス
苗
１
本
付
き
）

■ 

申
込
方
法
／
４
月
16
日
(火)
ま
で
問
い
合
わ

せ
先
へ
電
話

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
研
修
会

■
日
時
／
５
月
６
日
(月)
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
コ
ー
ス
利
用
料
／
５
０
０
円

■ 
申
込
方
法
／
４
月
30
日
(火)
ま
で
問
い
合
わ

せ
先
へ
電
話

た
け
の
こ
を
ほ
ろ
う
！
た
け
で
あ
そ
ぼ
う
！

　
タ
ケ
ノ
コ
堀
り
と
竹
の
工
作
を
し
ま
す
。

持
ち
物
・
服
装
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
５
月
18
日
(土)
午
前
９
時
30
分
～
正

午（

集
合
・
午
前
９
時
）

■ 

定
員
／
小
学
生
と
保
護
者
、
10
組
（
１
組

４
人
ま
で
）

■
参
加
費
／
１
組
２
千
円

■
申
込
方
法
／
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

お
さ
が
り
交
換
会

　
乳
幼
児
服
の
交
換
会
で
す
。

● 

日
時
／
４
月
23
日
(火)
午
前
10
時
30
分
～
午

後
２
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物
／
エ
コ
バ
ッ
グ

● 

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
４
月
13
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

●
内
容
／
手
芸
、
骨
と
う
品
等
の
展
示
即
売
会

● 

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎(

８
５)

１
４
９
９
へ
。
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

４月の行事予定
5㈮ 市立保育所入所式

6㈯

7㈰ 平塩舞楽／休日当番医（すまいるレディースクリ
ニック)／証明書交付窓口開庁（午前）

8㈪ 市立小学校・中学校入学式／市立図書館休館日

9㈫ こころの健康相談／助産師個別授乳相談／南部・
柴橋・西部地区公民館、慈恩寺テラス休館日

10㈬ １歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

11㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会｣／狂犬病予防注射／
健康相談／湯るりさがえ休場日

12㈮ 　

13㈯ さがえ春花まつり桜イベントデー

14㈰ 休日当番医（にとう小児科医院)／証明書交付窓口
開庁（午前）

15㈪ 法律相談

16㈫ 　

17㈬ ゆめはーと寒河江「ハーフバースデー｣／９～10カ
月児健診

18㈭
ゆめはーと寒河江「４月生まれのお誕生会｣／一般
相談・登記相談・行政相談／狂犬病予防注射／健
康相談

19㈮ 育児相談／市ドック

20㈯ 　

21㈰
ミスさくらんぼコンテスト2024／さくらんぼアテ
ンダーコンテスト2024／狂犬病予防注射／休日当
番医（平野医院)／証明書交付窓口開庁（午前)／
ハートフルセンター休館日

22㈪ 市長相談／市ドック／レディース検診／市立図書
館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

23㈫ ゆめはーと寒河江「おさがり交換会｣／助産師個別
授乳相談／市ドック／中央公民館休館日

24㈬
ゆめはーと寒河江「わらべうたであそぼう｣／水道
料金・下水道浄化槽使用料（２月・３月分）口座
振替日／市ドック／３～４カ月児健診／フローラ・
ＳＡＧＡＥ休館日

25㈭ 狂犬病予防注射／健康相談／市ドック／レディー
ス検診

26㈮ 産後おしゃべりサロン／市ドック／レディース検診

27㈯ 　

28㈰ 県縦断駅伝競争大会寒河江市通過／休日当番医（三
浦医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

29㈪ 屋内型児童遊戯施設「クラッピンサガエ」オープ
ン／市消防団春季消防演習／休日当番医（山﨑医院）

30㈫ 水道料金・下水道浄化槽使用料（２月・３月分）
納期限／市ドック

　問い合わせいただいた方に、各提供者等の連絡
先をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／ピアノ、電気ストーブ、空気清浄機、
食器棚、衣装ケース、布団、長机、植木鉢、介
護用紙おむつ、本棚、印刷機用インク

■譲ります（有償）／回転椅子、ファックス付電話機
■譲って／猫飼養用品、植木鉢、事務用椅子

ふれあいゆずりあいコーナー
（３月26日現在）

■ あげます／体操着（陵南中学校)、柔道着、子ど
も用椅子、乳児用椅子、乳児用ベッド、学習机

●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

＝子育てゆずりあいコーナー＝

■次号の市報４月20日号は、４月19日㈮に発行します。

ア
ス
ポ
ー
ト
寒
河
江

ゴ
ル
フ
教
室
の
参
加
者
募
集

● 

日
時
／
４
月
20
日
～
６
月
22
日
の
毎
週
土

曜
日
、
全
10
回
、
①
午
後
５
時
～
６
時
30

分
、
②
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●
会
場
／
サ
ガ
エ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
定
員
／
高
校
生
以
上
の
市
民
、
各
20
人

● 

参
加
費
／
１
万
６
５
０
０
円
、
市
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
万
４
５
０
０
円
。

コ
ー
ス
へ
出
る
場
合
、
別
途
料
金
が
必
要

● 

申
込
方
法
／
４
月
17
日
(水)
ま
で
、
参
加
費

を
添
え
て
市
民
体
育
館
窓
口
へ
申
し
込
み

● 

持
ち
物
／
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動

靴
、
ゴ
ル
フ
用
手
袋
、
お
持
ち
の
方
は
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ

● 

問
合
せ
／
市
民
体
育
館
☎(

８
６)

５
１
１

３
へ
。

チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

親
子
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
体
験
会

●
日
時
／
４
月
21
日
(日)
午
前
９
時
～
11
時

●
定
員
／
小
学
生
と
保
護
者
、
８
組

●
参
加
費
／
１
１
０
０
円

●
持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
内
履
き

● 

申
込
／
４
月
19
日
(金)
ま
で
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ

が
え
☎(

８
５)

１
８
０
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

名
作
映
画
観
賞
会
「
あ
か
ね
空
」

　
直
木
賞
受
賞
作
を
映
画
化
し
た
名
作
。

■
日
時
／
４
月
13
日
(土)
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
／
30
人

■
参
加
費
／
１
５
０
円

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

■
申
込
期
限
／
４
月
10
日
(水)
ま
で

活
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
と
動
い
て
笑
っ
て
介

護
予
防

■
日
時
／
４
月
19
日
(金)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
／
25
人

■
参
加
費
／
１
５
０
円

■
申
込
期
限
／
４
月
16
日
(火)
ま
で

う
た
ご
え
喫
茶
へ
よ
う
こ
そ
「
春
を
歌
う
」

　
生
伴
奏
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
４
月
24
日
(水)
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
／
50
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
申
込
期
限
／
４
月
17
日
(水)
ま
で

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

● 

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ
第
379
・
380
回
公
演

謡
曲
、
日
本
舞
踊
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
４
月
14
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
20
分

■
出
演
／
親
謡
会
、
さ
く
ら
ん
ぼ
舞
踊
愛
好
会

舞
踊
、
歌
謡
、
三
味
線
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
４
月
21
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時

■ 

出
演
／
な
で
し
こ
サ
ー
ク
ル
、
大
江
歌
謡

会
、
三
味
線
照
美
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

● 

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

４月９日㈫～22日㈪
春季火災予防運動

防災標語「火を消して 不安を消して つなぐ未来」
＝住宅防火　いのちを守る　10のポイント＝

４つの習慣
〇寝たばこは、絶対にしない、させない
〇ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
〇こんろを使うときは火のそばを離れない
〇�コンセントはほこりを清掃し、使わない電源プラ
グは抜く

６つの対策
〇ストーブやこんろ等は安全装置の付い
　た機器を使用する
〇住宅用火災警報器を定期的に点検し、
　10年を目安に交換する
〇�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
具、衣類およびカーテンは、防炎品を使用する

〇�火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置
して、使い方を確認する

〇�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難
方法を常に確保して備える

〇�防火防災訓練への参加、戸別訪問など、地域ぐる
みの防火対策を行う

● 問合せ／西村山広域行政事務組合消防本部予防課
☎86-2571へ。

令和６年度集団資源回収（上半期）

●回収時間／午前６時30分～８時30分
● 回収品目／古紙（段ボール、雑誌、新聞紙類、紙

パック)、古布類。その他の品目（びん類やアルミ
缶等）を独自で回収する団体もありますので、詳
細についてはお問い合わせください。

●その他／区域外の方も収集場所に持ち込めます。
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室☎85-1914へ。

＝学区等別＝
実施日 対象区域 収集場所

４／14㈰ 寒河江小学校区 市役所駐車場
４／21㈰ 寒河江中部小学校区 最上川ふるさと総合

公園駐車場
５／19㈰ 西根小学校区 西根小学校

６／９㈰ 白岩小学校区 白岩小学校
幸生区 幸生ふれあい友遊館

６／23㈰ 南部小学校区 グリバーさがえ駐車場

＝小学校ＰＴＡ別＝
実施日 団体名 収集場所

５／11㈯ 柴橋小PＴＡ 柴橋小学校５／12㈰
５／12㈰ 三泉小PＴＡ 旧ＪＡ三泉支所前
６／９㈰ 寒河江小PＴＡ 市役所駐車場
６／29㈯ 醍醐小PＴＡ 慈恩寺活性化センター

５月の行事予定
1㈬ 法律相談／市ドック／レディース検診

2㈭ 健康相談／結核検診

3㈮ 休日当番医（大原医院）

4㈯ 休日当番医（あんどうクリニック）

5㈰ 慈恩寺舞楽／休日当番医（鬼海小児科)／
証明書交付窓口開庁（午前）

6㈪ 休日当番医（土田内科医院）

7㈫ 結核検診

8㈬ 市ドック／結核検診／１歳６カ月児健診／
フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

9㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会｣／健康相
談／市ドック／湯るりさがえ休場日

10㈮ 離乳食前期教室／よちよちサロン／市ド
ック／結核検診

11㈯ ゆめはーと寒河江「ネイチャーゲームを
楽しもう｣

12㈰
さがえ春花まつりつつじイベントデー／
休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／証明
書交付窓口開庁（午前）

13㈪ 市ドック／市立図書館休館日

14㈫
ゆめはーと寒河江「赤ちゃんマッサージ｣／
助産師個別授乳相談／こころの健康相談／
市ドック／南部・柴橋・西部地区公民館、
慈恩寺テラス休館日

　チェリーランド内にオープンする屋内型児童遊
戯施設クラッピンサガエを利用の際は、混雑緩和
のためご予約をお願いします。利用希望日の３カ
月前からご予約可能です。右記の２次
元コードから注意事項を確認の上、ご
予約ください。利用時間は90分です。
●問合せ／市子育て推進課こども支援係☎85-0907へ。

クラッピンサガエ利用申し込み
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　春を呼ぶコンサートが開催され、オ

ープニングを中部小金管バンドが飾り

ました。同バンド出身で、バイオリニ

ストの相澤久恋夏さんがゲストで演奏

を披露し、恩師の小北先生が花束を贈

りました。観客と一体となった演奏は、

大変盛り上がりました。� （北條幸子）
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Ｘ（エックス）でも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　西根小学校では、野球選手・大谷翔平さんのグローブを、すぐ手に触れ、遊べるようにと廊下に設置しています。野球に興味を持つ小学生が増えるのではと感じました。かつて活躍していた少年野球チームの西根ドジャースを思い出しました。� （佐藤真由美）

ご利用ください！
市公式アプリ
寒河江ぽけっとナビ

Ｘ（エックス）
市公式アカウント

　ちびっこスポーツチャレンジ隊が、市民体育館で行われました。子どもたちはグループに分かれ、体操用マットや平均台など８種類のスポーツに挑戦しました。子どもたちは思いっきり体を動かすことの楽しさを夢中になって体験しました。� （中島弘人）

　最上川ふるさと総合公園に、さくら

んぼのオブジェときれいな花のタワー

がありました。春を先取りするような、

いい香り。すてきな花を見ると心が癒

やされます。22年前、総合公園が花で

あふれ、多くの人が訪れた花咲かフェ

アを思い出しました。� (五十嵐勝）

さがえの旬 な情報、
ご覧ください！ 寒河江市

ホームページ

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。
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第
１
会
場
の
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雛
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他
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飾
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隠
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探
す
催
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も
好
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で
す
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